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１）はじめに
　前期の授業開始が遅れたことに伴って、農業技術実習Ⅰにおける実施日が例年と異なる日程と
なった。例年ではリンゴを題材にして開花前後の時期（４月下旬から５月上旬）に摘花と人工授粉
を行い、６月に摘果（粗摘果）を行っていたが、今回は６月５日および７月10日となったため実施
内容と遠隔授業への対応を考慮することとなった。なお、ここでは７月10日の主担当として実施し
たので、そのことを述べることとする（表3－1）。

表3－1　本実習の基本情報．

２）方　法
(1)	 授業前の準備「内容の検討」

　今回担当となった７月中旬には例年では果樹の実習が配置されていないため、実施内容につい
て検討した。この際に、遠隔授業が前提であるために果樹園での実習作業ができないことから、
例年では確保している実習作業の時間が余る。そこで、今回は通常の実習では説明しきれない内
容を盛り込むこととし、内容名を「７月の果樹の栽培管理　― リンゴ、ブドウ、キイチゴ ―」
として、リンゴの仕上げ摘果のほか、ブドウの栽培管理およびキイチゴの収穫について学習する
こととした。

(2)	 授業前の準備「資料作成」
　①テキストの作成

　例年発行している本科目のテキストに相当する資料を作成した（図3－1）。実施する内容につ
いて、要点となる用語や数値などを書き込む形式とした。書き込み形式は、筆者が従来のテキ
ストで採用している。作成したWordファイルのテキストをPDF化し、これを事前配布の資料と
し、受講生が秋田キャンパスにおいて指定日に受け取られるようにするとともに、manabaか
らダウンロードできるようにした。いずれかの方法で受講時の手元資料とするように指示した。

①授業の基本形態 遠隔授業（対面の要素なし）

②遠隔授業の形態 Zoomによるリアルタイム（ただし，果樹園からの中継方式ではなく，実習で説明するた
めの資料を事前準備した）．

③資料・使用ソフト等
「農業技術実習Ⅰ」のテキストに相当する，画像を含んだ文書資料（PDFファイル）を配
布指定日の７月７日（火）～ 10日（金）に秋田キャンパスで受け取られるように配置．また，
事前にmanabaへアップロード．
学生は，文書資料を授業前に秋田キャンパスで受け取るか，manabaからダウンロード．

④実施日時 2020年７月10日（金）15：30 ～ 17：00

⑤科目（受講者） 農業技術実習Ⅰ（アグリビジネス学科２年生40人）

⑥担当者等 担当：今西弘幸（園芸学），北本尚子（果樹栽培学）

果樹の管理作業の遠隔実習
―本来実施できない時期に実習を実施せざるを得なくなった事例―
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　手元資料として記載することで理解しやすくなると判断した作業内容をテキストに写真で示
すため、果樹園でブドウの摘粒前の写真を撮影し、摘粒作業を行った後に、摘粒前と同様の位
置からの写真を撮影した。

　②パワーポイント資料の作成
　実習実施日に使用する説明用資料としてパワーポイント資料を作成した。パワーポイントに
使用する写真を果樹園で撮影した。栽培管理の連続性と果樹の生育の変化が分かるようにする
ため、本実習用にこれまでにあらかじめ撮影した写真と実習実施日の2 ～ 4日前に撮影した写真
を利用した。

(3)	 授業の進行
①（Zoom：イントロダクション）授業開始前から、授業名、チャットへの書き込みによる出席確

認の通知および問題をZoomの画面の共有でパワーポイント資料を示した（図3－2A）。問題は、
前回（６月５日）の果樹の農業技術実習Ⅰについての内容を含めたものとし、今回実施する内
容へとつながる内容とした。授業の開始後に、授業名と実施する内容名「７月の果樹の栽培管
理　― リンゴ、ブドウ、キイチゴ ―」を示した後、冒頭で出題した問題の答え合わせと解説を
行った。

②（Zoom：リンゴの仕上げ摘果）前回の復習でもあるリンゴの摘果について説明し、６月から７
月にかけての果実の成長の変化を写真で示した（図3－2B）。リンゴの結果習性および果実と葉
数との関係を写真と表を示しながら、リンゴの仕上げ摘果の説明を行った。さらに、１樹当た
りに何個の果実をならせるのかを樹列と樹体の写真を示して解説した。

図3－1	 作成したテキスト．
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③（Zoom：ブドウの管理作業）通常の本科目では教材として取り扱っていないブドウの管理作業
について説明した。仕立て方、無核処理（ジベレリン処理）、枝や果房の管理について図表と写
真を示しながら説明した（図3－2C）。

④（Zoom：キイチゴ（ラズベリー）の収穫）ラズベリーとブラックベリーの違い、結果習性、本
学果樹園での栽培、収穫期を迎えた果実、６月から７月にかけての樹体の成長、着蕾から果実
の成長にかけての変化などを写真で示して説明した（図3－2D）。また、共同研究を行っている
相手方の圃場の写真を示して共同研究の内容を紹介した。

⑤（manaba：事後の小テスト）実習終了後にmanabaで小テストを受けるように伝えたものの、
著者がmanabaの使用方法が不慣れだったため、小テストを「公開」に設定せず、実施できな
かった。

３）結　果
(1)	 授業の内容

　今回実施した７月中旬は、例年では果樹分野では実施しない時期であるため、すべて新規に内
容を作り上げた。遠隔授業のため、実習の作業を行なう時間が無くなるので、その時間に通常の
本科目では取り扱わない内容を盛り込んだ。第３セメスターに開講される本実習は必修科目で、
この段階では受講生にとって難易度の高い管理作業と考えられるリンゴの仕上げ摘果を設定した。
なお、果樹に関する講義は、第５セメスターに選択科目として開講されている。リンゴの仕上げ
摘果のほかには、通常の本科目では取り扱っていないブドウとキイチゴの管理作業を含む内容と
した。実施した内容は、本科目に適した理解しやすい水準の内容にできたものと思われる。

図3－2	 使用したパワーポイント資料．
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(2)	 授業の資料
　通常の本科目では冊子にしたテキストを受講生に配布しており、それに相当するテキストを作
成し、それを使用しながら解説した。また、作成したパワーポイント資料をZoomの画面の共有
で示しながら、遠隔授業を進めた。いずれの資料も、果樹園での実習作業が想像できるように、
図表と写真を多用した。作業実施の前後の様子や１か月前との比較による成長の変化を視覚資料
で理解しやすくなったものと思われる。以上のような工夫を凝らしたものの、遠隔での授業では
実際に作業しないので、管理作業の難易度・労力・所用時間が体感できない。また、樹や果実の
大きさ、仕立て方の工夫によるメリット、立体的感覚、光の差し具合などの三次元的な把握のた
めに、受講者が想像力を働かせる必要がある。VRを活用した実習再現教材を開発することで、一
部分は克服できる可能性があると思われる。

(3)	 授業の各論
　導入部で本実習の内容に関係する問題を出題して解説することで、前回の実習内容の復習と今
回の実施内容の予告を行った。今回のリンゴの仕上げ摘果は、前回（6月5日）の摘果（粗摘果）
に続く栽培管理作業なので、理解しやすかったものと考えられる。ブドウおよびキイチゴに関し
ては、通常の本科目では取り扱わない教材であり、受講生に紹介する機会が得られたことが良かっ
たと思われる。

４）まとめ
　本実習では、例年では実施しない時期に果樹の実習を遠隔授業で行った。その自己評価を表3－2
に記す。図表や写真を使用することで短い時間で理解することができる一方で、遠隔授業では実体
験がないため、管理作業を実際に行うことから身につく内容が限られることが課題であると思われる。

図3－2　本実習の自己評価．

効果があった
と思われる点

Ⅰ．	前回の果樹の実習を記憶ではなく写真で示し，視覚資料で生育の変化を確認することができ，
今回の内容との栽培管理の連続性を理解しやすくなった．

Ⅱ．	通常の実習では時間的に伝えることのできない内容を盛り込み，より多くの情報を発信した．

改善を要する
と思われる点

ⅰ．	作業を伴わないので，作業の難易度・労力・所用時間が体感できない．

ⅱ．	樹や果実の大きさ，仕立て方の工夫によるメリット，立体的感覚，光の差し具合などの三次元
的な把握のために，受講者が想像力を働かせる必要がある．

ⅲ．	写真撮影やパワーポイント資料の作成など事前の準備が多い．


